
 

（様式１－３） 

福島県楢葉町帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３１年１月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 22 事業名 産業再生エリア整備事業 事業番号 (6)-46-4 

交付団体 楢葉町 事業実施主体（直接/間接） 楢葉町（直接） 

総交付対象事業費 （229,303）    

310,309（千円） 

全体事業費 （229,303）    

310,309（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 原子力発電所の事故に伴う長期避難により町内の多くの事業者が操業停止や避難先での

事業再開を余儀なくされており、帰還を考える町民からは町内で働く場所としての雇用の場

の創出が強く求められている。これらのことから、平成 26 年 4 月に策定した「楢葉町土地

利用計画アクションプラン」において産業再生エリアを計画することで、地元企業の復旧・

再生や新規進出事業者の受け皿となる一団地を整備し、雇用の創出を通じて、帰還促進を目

指す。 

事業概要 

産業再生エリア整備事業を進めるため、下記事業を実施する。 

 

＜平成３１年度＞ 

・コンストラクションマネジメント業務委託    81,006 千円 

 

【楢葉町復興計画＜第二次＞第二版】 

 第三章 復興のための施策 

 ２．これまで・現在とは違う新しさを目指す 

 ２－２）新しい産業による地域経済の発展 

 （２）新産業の創造・誘致 

 ③新たな企業の誘致 
 

当面の事業概要 

＜平成２８年度＞ 

・基本計画策定及び基本設計業務委託  

・測量調査業務委託  

・不動産鑑定業務委託  

・敷地造成基本実施設計業務委託  

 ・用地取得（立木補償含む）【基金運用】 ※別途 No.27 の事業計画にて申請済み 

 ・敷地造成工事【基金運用】 ※別途 No.27 の事業計画にて申請済み 

＜平成２９年度＞  

・コンストラクションマネジメント業務委託 

＜平成３０年度＞ 

 ・コンストラクションマネジメント業務委託 

＜平成３１年度＞ 

 ・コンストラクションマネジメント業務委託 ※今回申請分 

 



 

地域の帰還環境整備との関係 

事業者の受け皿となる一団地を整備することで、地元企業の再生や新規進出事業者の

誘致を図ることで、新たな雇用を創出し、住民の帰還を促進する。 

関連する事業の概要 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


